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住
民
検
診
（
鵬
聯
鋤
櫛
掛
ゲ
ン
間
接
撮
影
）
日
程

．
　
◎
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
が
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
目

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
象
地
　
区

7
月
31
日
図

α剛

仰
畿
噺
3
0
分

江
道
集
落
セ
ン
タ
ー

江
道
・
猿
倉

痛
鰐
面
麟
15

分

津
池
冬
季
分
校

津
池

履
荊
ー
－
時
3
0
分

大
池
小
学
校

大
池
・
菅
沼

履
勉
鶴
2
時
30
分

赤
倉
集
会
場

赤
倉

8
月
2
日
困

庸
仰
畿
齢
30

分

細
尾
公
民
館

細
尾
・
天
池
・
池
之
尻

輻
剃
繭
n
時
30
分

南
雲
冬
季
分
校

南
雲

履
荊
観
－
時
2
0
分

鍬
柄
沢
集
会
場

鍬
柄
沢

綾
荊
鶴
2
廟
30
分

野
中
小
学
校

池
沢
・
野
中
・
漆
島

8
月
3
日
囲

愉
靭
畿
潮

当
間
冬
季
分
校

当
間

輻
物
朧
塑
分

大
石
冬
季
分
校

大
石

愉
知
講
n
時
3
0
分

市
之
沢
冬
季
分
校

市
之
沢
・
中
在
家

履
笈
3
潮

水
沢
出
張
所

太
田
島
倒
・
土
市
2

　
　
　
　
）

8
月
6
日
旧
脚

輻
靭
観
鰐

水
沢
出
張
所

土
市
1
3
4
5
・
新
宮

8
月
7
日
㈹

措
仰
嚢
渤
3
0
分

水
沢
出
張
所

伊
達
倒

履
纂
3
時

姿
　
公
　
民
　
館

姿
・
安
養
寺

8
月
8
日
㈱

濡
胸
講
－
齢

老
人
ホ
ー
ム

老
人
ホ
ー
ム
・
幸
町

　
　
　
ー
　
聖
　
　
　
　
旨

濡
㈱
艦
齢
30

分

珠
　
田
　
分
　
校

珠
川
㈹

壊
篇
3
時

馬
場
小
学
校

水
沢
倒
・
馬
場
倒

12　　5
日　　目

26　　19
日　　日

庭
野
医
院
（
神
明
町
）
　
㎜

　
8
2
の
2
7
1
1
番
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）
一

　
密
2
の
3
2
6
9
番
皿

中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
…

大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番
…

　　　　　　　　　　　　　
と　き　朋2日㈱午前10時～午後3時

ところ下条公民館

と　き8月3日團午前10時～午後3時

ところ中条病院
と　き8月6日（月）午前10時～午後3時

ところ十日町市役所

■血液生化学検査の結果について

　4月～5月の献血分までが保健課に
届いています。希望者は献血手帳を持

参して保健課までおいでください。

一明日といわず今献血しましょう一

　　笠置キャンプ場開き
　7月19日、笠置キャンプ場開きが行

われました。このキャンプ場は、西枯

木又の皆さんが総出で造成した手・づく

りのキャンプ場です。眺望はよく、水

も豊富で、広場と駐車場もあります。

　このキャンプ場ご利用の時は、春川

雅英さん（B7－7702番）にご連絡くだ

さい。

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
二
目
困
　
午
前
八
時
～
正

午
ま
で
川
治
下
町
第
三
璽
部
、
川

治
内
後
、
妻
有
町
東
一
・
二
丁
目
、

大腿四頭筋等拘縮症
の健診を実施

縮
ま
市
ま
載
さ
い
　
所
間
午

拘
れ
、
り
記
だ
な
　
健
時

等
わ
は
あ
に
く
し
　
保
付
間

筋
行
た
が
目
て
参
）
岡
受
時

頭
で
か
紙
項
し
持
ん
長
●
診

四
程
る
用
当
参
を
せ
　
　
健

腿
日
れ
ト
該
持
紙
ま
場
㈱
●

大
の
さ
一
の
に
用
れ
会
日

の
ぎ
望
ケ
中
日
ト
ら
●
1
時

度
つ
希
ン
の
診
一
け
　
月
2

年
が
を
ア
そ
健
ケ
受
程
8
後

54

診
診
に
、
、
ン
を
日
　
午

和
健
受
課
で
え
ア
診
診
日
～

昭
の
。
健
の
う
試

　
症
す
保
す
の
い
と
◎
●
正

　
　
　
　
　
　
　
矯

　
　
　
　
　
　
時
診
教
診
以
参

検
健
期
午
1
健
科
健

　
　
　
　
　
　
後
◎
外
◎

◎◎

畿
離
繍
獺
岬

後1β寺～3日寺

◎健診医師　新潟大学医学部整形

外科教室医師

◎健診対象者　アンヶ一ト項目に

1つ以上該当する18歳未満の人

◎持参する物　母子健康手帳

8
月
分
保
健
事
業
の
お
知
ら
せ

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

．
育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
4
月

生
れ
の
人

域全

い七
』だく穏隷は吏力の月当該もてくなか知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
1
0
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53

年
2
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

8
月
2
2
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
2
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

8
月
2
1
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館

54

年
2
月

～
3
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

晶
朋
嬰
…
…
市
役
所
市
民
相
談
室

妻
有
町
西
一
・
二
・
三
丁
目
、
河
内

町
一
部
、
千
歳
町
一
丁
目
一
部
、
千

歳
町
二
丁
目
、
寿
町
一
・
二
．
三
丁

目
一
部
　
▼
八
月
八
日
　
午
前
九
時

～
正
午
ま
で
　
下
条
栄
町
一
部
　
▼

八
月
十
一
目
　
午
後
三
時
～
七
時
半

ま
で
　
稲
荷
町
三
丁
目
一
部
、
稲
荷

町
西
、
稲
荷
町
三
北
一
部
、
西
本
町

一
・
二
、
八
幡
田
町
一
部
、
下
川
原

町
、
南
新
田
町
、
本
町
七
丁
目
一
．

二
の
一
部
、
四
目
町
新
田
一
・
二
．

三
・
四
、
四
日
町
第
一
の
一
部
、
四

日
町
二
・
三
・
四
、
尾
崎
、
太
子
堂
、

中
条
旭
町
、
中
条
中
町
、
下
町
、
島
、

峠
の
各
一
部
、
中
条
新
田
、
北
原
、

上
新
田
、
山
際
、
原
、
廿
口
城

8／25
　　E］46号□

　
　
鮎醐

　
　
赫

編集発行／十日町市役所（電話．（代）7－3111）笛月25日（1部6円）

○
：

　
国
民
年
金
制
度
は
、
た
び
か
さ
な

る
改
善
に
よ
っ
て
年
金
額
が
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
頼
り
が
い
の
あ
る

年
金
と
し
て
益
々
期
待
と
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
．
さ
ら
に
、
全
国
に

百
万
人
い
る
と
い
わ
れ
る
無
年
金
者

を
な
く
す
た
め
、
五
十
五
年
六
月
ま

で
保
険
料
納
付
の
特
例
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
で
は
、

無
年
金
者
解
消
を
め
ざ
し
て
、
市
内

十
ヵ
所
で
移
動
年
金
相
談
所
を
開
設

し
、
特
例
納
付
の
相
談
、
そ
の
他
各

種
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間

　
　
回

　
　
4

　
　
第

　
　
　
　
H
九
月
一
日
（
土
）
H

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

（
十
、
十
一
月
）
に
先
だ
ち
長
岡
社

会
保
険
事
務
所
と
共
催
で
実
施
す
る

も
の
で
す
。
国
民
年
金
に
関
す
る
質

問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
か
た

は
、
お
気
軽
に
近
く
の
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
九
月
四
目

（
火
）
の
市
役
所
会
場
で
は
、
国
民
年

金
の
ほ
か
厚
生
年
金
関
係
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。
そ
の
他
の
会
場
で
は

当
日
、
保
険
料
を
未
納
さ
れ
て
い
る

か
た
の
集
合
徴
収
も
行
い
ま
す
の
で

未
納
さ
れ
て
い
る
か
た
は
現
金
持
参

の
う
え
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
※
無
年
金
者
の
訪
問
徴
収
も
行
い

ま
す
。

2
薯
…
臨
…
豊
象
喜
6
皇
薯
豊
皇
含
含
亀
一

診
長
と
藷
る
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
市
民
と
語
る
目
」
は
、
も
う
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
目
で
す
。
今
ま
で
に
四
十
組
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
人
近
く
の
か
た
が
参
加
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
．
市
長
は
、
市
内
、
市
外
出
張
な

試
瞬

ど
で
不
在
が
ち
で
す
。
是
非
こ
の
日

に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
一
日
（
土
）
午
後
四
時

　
　
　
～
八
時

会
場
　
市
役
所
小
会
議
室
（
三
階
）

：
O

　
こ
ん
な
人
は

　
　
　
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い

●
今
、
・
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し

て
い
な
い
人
。

●
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、

過
去
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人
．

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
は
っ
き

り
し
な
か
っ
た
り
、
脱
退
一
時
金
を

も
ら
っ
た
期
間
が
あ
る
た
め
資
格
期

間
が
足
り
る
か
疑
問
の
あ
る
人
。

●
年
金
手
帳
の
な
い
人
。

●
そ
の
他
、
国
民
年
金
に
関
す
る
質

問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
人
。

　
相
談
に
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
、

職
歴
の
メ
モ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
移
動
年

　
　
任
意
加
入
者
は
、
特
例
納
付
の
対

　
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
毎
月
＋
五
日
は

　
　
国
民
年
金
定
例
相
談
日

　
　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
林
業
、
自

　
営
業
者
な
ど
が
加
入
し
て
い
る
わ
が

　
国
で
一
番
大
き
な
年
金
制
度
で
す
。

　
　
し
か
し
、
こ
の
制
度
の
内
容
や
、

　
加
入
の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
と
い

　
う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
フ
｝
で

　
国
民
年
金
係
で
は
、
窓
口
相
談
の
ほ

　
か
毎
月
十
五
目
を
定
例
相
談
日
に
し

　
て
い
ま
す
。
移
動
相
談
所
に
行
け
な

　
い
か
た
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

金
相
談
所

9
（
月
火
）
1
1
日

　9
釜月
＿7
　日

　9
（月木
）
　
6
　
日

　9
一月
杢5

　日

　9
（　月火
〉
　
　
4
　
日

期
目

～午

午前
前9

10時

時
半

～午

午後
後1

2時

時
半

～午

午前
前9

10時

時
半

～午

午後
後1

2時

時
半

～午

午前
前g

10時

時
半

～午

午後
後1

2時

時
半

～午

午前
前9

10時

時
半

～午

午後
後1

2時

時
半

～午

午前
前9

10時

時
半

～午

午前
後10
3時

時

時
間

＿老
四人
ツい
宮こ

荘い
）び）

家

吉
田
出
張
所

ニ
ツ
屋
公
民
館
’

市馬
之場
沢小
冬・

季
分
校

水
沢
出
張
所

城
之
古
消
費
組
合

川
治
集
落
セ
ン
タ
i

中
条
公
民
館

大
井
田
公
民
館

市
役
所
市
民
相
談
室

会
場

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

無国
年民
金年
者金
覇相

付談

勧
奨

国
民
年
金
●
厚
生
年
金

内
容

〃 〃 〃 〃 〃 ” 〃 〃

市
役
所
市
民
課

市長
役岡
所集

市藻
民険
課事務所

共
催
団
体

※
今
後
も
、
相
談
所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
．

金
係
（
8
し
ー
、
』
二
一
番
内
線
二
一
八
）
へ
．

希
望
さ
れ
る
部
落
は
市
民
課
国
民
年
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驚
鄭
．
、
戦
．
講
、
麟
、
　
灘
　
礁
…
㎜
　
　
　
辮
欝
　
一
轍

　
今
年
の
市
民
大
学
講
座
の
テ
ー
マ

は
「
中
年
の
行
動
学
1
あ
な
た
は
何

を
八
十
年
代
の
テ
ー
マ
に
す
る
か
」

で
す
。

　
最
近
、
中
年
層
の
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
複
雑

化
に
と
も
な
い
、
仕
事
、
家
、
生
き

が
い
、
健
康
、
老
後
、
余
暇
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
“
中
年
”
と
い
わ
れ
る
人

た
ち
の
考
え
て
い
る
問
題
が
多
く
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う

し
た
こ
と
を
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

ー
中
年
の
行
動
学
ー
．
～
、
．
巽
．

　　　　明石万灯づく
　　　　　　　一勤労青少

　r明石万灯をつくって、諏訪1

まつりから参加するまつりにし

商工会議所商業部会の呼びか詞

労青少年ホームでも22日から死

われています。利用者協議会のノ

心に、25日まで、あまりお金を

づくりをして、26日の本番に1目

参加する予定です。

　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　
ー
シ
ョ
ン
」
「
レ
ジ
ャ
i
」
な
ど
の

　
側
面
か
ら
、
“
中
年
と
は
一
体
何
な

　
の
か
”
“
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
良

　
い
の
か
”
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み

　
ま
す
。
回
数
の
少
な
い
講
座
で
す
が

　
中
年
で
あ
っ
て
も
、
中
年
之
呼
ば
れ

　
な
い
た
め
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て

　
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
第
一
回
　
九
月
十
三
日
（
木
）

　
第
二
回
　
十
月
九
日
（
火
）

　
　
い
ず
れ
も
夜
七
時
～
九
時

　
会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

　
　
　
る
う
勤
行
中
灯
で

　
　
一
観
い
、
が
を
万
い

　
ム
・
と
て
り
ん
い
ら

　
　
一
を
■
じ
く
さ
な
く

り
ホ
り
う
応
づ
隆
ナ
人

婁
礎
縣
謝

　
　
　
　
　
　
、
　
　
の

申
込
み
　
公
民
館
本
館
（
8
七
ー
五

　
〇
二
番
）
か
各
地
区
館
へ
、
電

　
話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
受
講
料

　
は
無
料
。

講
師
　
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
石
川
弘
義
氏

　
※
講
師
略
歴
…
一
橋
大
卒
、
社
会

心
理
学
者
、
著
書
に
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
時
間
表
」
「
日
本
人
の
社
会
心

理
」
「
欲
望
の
戦
後
史
」
な
ど
多
数

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
市
教
育
委
員
会
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

協
会
で
は
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら

正
し
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
、
市
民
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
九
月
九
日
（
日
）
午
前
八
時

雨
天
の
時
は
十
六
日
（
日
）

行
先
　
清
津
峡
（
片
道
二
十
詩
）

集
合
場
所
　
市
役
所
前

参
加
料
　
会
員
五
百
円
、
会
員
外
千

五
百
円
（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
み
　
九
月
五
日
ま
で
に
、
市
民

体
育
館
へ
（
8
七
！
五
二
〇
八
番
）

さあ踊ろう〃楽しいダンス
“
さ
あ
踊
ろ
う
、

日
時
　
九
月
八
日
、

月
六
日
、
二
十
日
の
隔
週
土
曜
日
四

回
。
時
間
は
、
夜
七
時
半
～
九
時
半

場
所
　
十
日
町
市
民
体
育
館

対
象
青
年
、
婦
人

内
容
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

　
市
教
育
委
員
会
と

十
目
町
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
同
好
会
で
は
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を

広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
次
の
と
お
り
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

楽
し
い
ダ
ン
ス
を
”

　
　
二
十
二
日
、
十

台
風
か

来
マ
ε
．
｝

ガ
・
黛
も
永
　
　
呼

い
　
　
　
　
　
　
ヤ

マ
寸
オ
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
十

影
亀

望e
　
o

指
導
　
十
日
町
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同

好
会
々
員

申
込
み
第
一
回
目
に
会
場
で
、
通

信
用
の
ハ
ガ
キ
を
三
枚
持
参
し
て

　
詳
細
は
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
魯
七
⊥
三
一
一
番
内
線
二
七
五
）

わ
か
い
し
ょ
の

　
　
大
運
動
会
に
集
合

　
第
七
回
わ
か
い
し
よ
の
大
運
動
会

実
行
委
員
会
で
は
、
秋
空
の
下
で
、

十
日
町
の
若
者
が
一
堂
に
集
い
、
ス

ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
語
り
あ
い
、

楽
し
い
一
日
を
過
そ
う
と
ソ
フ
ト
ボ

；
ル
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
あ
な
た
、
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
に

な
り
が
ち
な
あ
な
た
、
是
非
参
加
し

て
、
素
晴
ら
し
い
友
達
を
み
つ
け
だ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
九
月
二
日
（
日
）
午
前
八
時

開
会
、
雨
天
の
場
合
は
九
月
九
日

会
場
　
河
川
運
動
公
園
、
サ
ッ
カ
；

コ
ー
ト

参
加
費
　
　
一
人
百
円

　
お
問
い
合
せ
は
、
尾
身
伝
吉
（
8

七
1
0
六
二
六
番
）
さ
ん
へ
。

　
※
　
大
会
終
了
後
、
青
年
会
議
所

の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
運
動
公
園

の
清
掃
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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新
潟
県
勤
労
者
美
術
展
に

　
　
　
　
　
　
　
応
募
し
ま
せ
ん
か
！

　
第
二
十
八
回
新
潟
県
勤
労
者
美
術

展
が
、
十
月
二
十
五
日
～
二
十
八
日

ま
で
新
潟
県
美
術
博
物
館
（
新
潟
県

民
会
館
）
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
次
の
要
項
で
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
の
勤
労

者
の
み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
応
募
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

応
募
資
格
　
県
内
の
事
業
所
（
官
公

庁
、
学
校
を
含
む
）
に
勤
務
す
る
人

作
品
　
各
部
門
と
も
一
人
二
点
以
内

で
未
発
表
の
も
の

●
第
一
部
　
日
本
画
（
五
十
号
以
内
）

●
第
二
部
洋
画
（
版
画
を
含
む
、

五
十
号
以
内
）

●
第
三
部
　
彫
塑

●
第
四
部
　
工
芸

●
第
五
部
書
（
ハ
ガ
キ
大
の
釈
文

を
作
品
裏
面
に
は
る
こ
と
）

●
第
六
部
　
写
真

応
募
　
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
九
月

一
目
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま
で
に
長

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
〉
）
）
）
）
〉

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

⊂．灘騰織⊃
　県立十日町高等職業訓練校では、つぎの要項によ

り、昭和55年度の訓練生を募集します．

◆募集定員　工芸織物科・20名　染色工芸科・20名

デザイン科・20名（修業年限はいずれも1力年）

◆応募資格　高卒以上の男女で色神正常の人

◆応募方法　9月3日～10月20日までに同校かもよ

りの安定所に下記の書類を提出してください。

①新卒者…入校願書・職業相談票

②既卒者…入校願書・成績証明書・過去6ヵ月以内

の健康診断書

◆入校選考　●期日10月31目困午後1時より●場所

十日町高等職業訓練校　●科目一現代国語、数学1・

面接

　詳細は、県立十日町高等職業訓練校（学校町　盈

7－1105番）へお問い合せください。

岡
労
政
事
務
所
小
出
支
所
（
小
出
町

大
塚
新
田
、
8
0
二
五
七
九
ー
口
－

二
二
一
一
番
）
に
、
応
募
手
数
料
、
一

点
に
つ
き
五
百
円
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

審
査
、
展
示
、
発
表
　
応
募
作
品
は

す
べ
て
審
査
を
行
い
、
入
選
作
品
を

展
示
す
る
。
審
査
結
果
の
発
表
は
入

選
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

表
彰
　
知
事
賞
、
新
潟
市
長
賞
他

搬
入
・
搬
出
　
搬
入
・
搬
出
は
応
募

者
が
行
う
。

●
搬
入
…
…
十
月
二
十
三
日
、
午
前

十
時
～
午
後
四
時
ま
で

●
搬
出
…
…
十
月
二
十
八
日
、
午
後

四
時
～
四
時
五
十
分
、
お
よ
び
、
二

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
芸
術
祭

文
芸
部
門
の
参
加
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

H
種
目

小
説
…
▲
一
般
　
四
百
字
五
十
枚

以
内
　
▲
高
校
　
四
百
字
二
十
枚

以
内

詩
－
四
百
字
四
枚
以
内

短
歌
－
⊥
人
新
作
五
首
一
編

俳
句
－
⊥
人
新
作
五
句
一
編

川
柳
－
⊥
人
新
作
五
句
一
編

十
九
目
、
午
前
十
時
～
午
後
三
時

▼
詳
細
は
、
小
出
支
所
ま
た
は
、
新

潟
県
商
工
労
働
部
福
祉
課
（
8
二
三

－
五
五
二
番
内
線
三
二
八
八
）
へ
．

あ
す
の
地
域
社
会
を
築
く

　
　
　
住
民
活
動
記
録
も
募
集

　
新
潟
県
新
生
活
運
動
協
会
で
は
、

豊
か
な
生
活
と
文
化
を
め
ざ
し
、
す

み
よ
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
努
力

し
て
い
る
み
な
さ
ん
の
活
動
レ
ポ
ー

ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二

十
枚
程
度
に
、
活
動
集
団
の
考
え
方
、

活
動
状
況
、
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
ま
と

　
課
題
　
一
般
の
部
「
デ
マ
」

　
高
校
の
部
「
あ
こ
が
れ
」

口
応
募
締
切

　
十
月
十
日
（
消
印
有
効
）

日
あ
て
先

　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
　
　
（
〒
九

　
五
一
）
新
潟
市
一
番
堀
通
町
、
県

　
庁
第
二
分
館
内

　
詳
細
は
、
市
教
育
委
員
会
、
社
会

　
教
育
課
（
8
七
－
三
一
二
番
内

　
線
二
七
五
）
へ
。

め
、
写
真
そ
の
他
の
参
考
資
料
を
で

き
る
だ
け
添
付
し
て
。

送
り
先
　
県
庁
、
県
民
広
報
課
内

新
潟
県
新
生
活
運
動
協
会
（
〒
九
五

一
、
新
潟
市
学
校
町
通
一
）

締
め
切
り
　
十
月
十
日
（
当
日
消
印

有
効
）

審
査
委
員
　
浅
妻
康
二
（
県
立
女
子

短
大
教
授
）
、
大
西
正
美
（
国
際
商
科

大
教
授
）
、
若
杉
正
（
新
潟
日
報
論
説

委
員
）
、
藤
井
信
男
（
県
新
生
活
運
動

協
会
常
任
理
事
）

発
表
　
十
月
末
、
応
募
者
に

　
詳
細
は
、
新
潟
県
新
生
活
運
動
協

会
（
8
0
二
五
二
ー
二
三
ー
五
五
一

一
番
内
線
三
〇
三
四
）
へ
。

市
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驚
鄭
．
、
戦
．
講
、
麟
、
　
灘
　
礁
…
㎜
　
　
　
辮
欝
　
一
轍

　
今
年
の
市
民
大
学
講
座
の
テ
ー
マ

は
「
中
年
の
行
動
学
1
あ
な
た
は
何

を
八
十
年
代
の
テ
ー
マ
に
す
る
か
」

で
す
。

　
最
近
、
中
年
層
の
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
複
雑

化
に
と
も
な
い
、
仕
事
、
家
、
生
き

が
い
、
健
康
、
老
後
、
余
暇
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
“
中
年
”
と
い
わ
れ
る
人

た
ち
の
考
え
て
い
る
問
題
が
多
く
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う

し
た
こ
と
を
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

ー
中
年
の
行
動
学
ー
．
～
、
．
巽
．

　　　　明石万灯づく
　　　　　　　一勤労青少

　r明石万灯をつくって、諏訪1

まつりから参加するまつりにし

商工会議所商業部会の呼びか詞

労青少年ホームでも22日から死

われています。利用者協議会のノ

心に、25日まで、あまりお金を

づくりをして、26日の本番に1目

参加する予定です。

　
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　
ー
シ
ョ
ン
」
「
レ
ジ
ャ
i
」
な
ど
の

　
側
面
か
ら
、
“
中
年
と
は
一
体
何
な

　
の
か
”
“
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
良

　
い
の
か
”
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み

　
ま
す
。
回
数
の
少
な
い
講
座
で
す
が

　
中
年
で
あ
っ
て
も
、
中
年
之
呼
ば
れ

　
な
い
た
め
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て

　
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
第
一
回
　
九
月
十
三
日
（
木
）

　
第
二
回
　
十
月
九
日
（
火
）

　
　
い
ず
れ
も
夜
七
時
～
九
時

　
会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

　
　
　
る
う
勤
行
中
灯
で

　
　
一
観
い
、
が
を
万
い

　
ム
・
と
て
り
ん
い
ら

　
　
一
を
■
じ
く
さ
な
く

り
ホ
り
う
応
づ
隆
ナ
人

婁
礎
縣
謝

　
　
　
　
　
　
、
　
　
の

申
込
み
　
公
民
館
本
館
（
8
七
ー
五

　
〇
二
番
）
か
各
地
区
館
へ
、
電

　
話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
受
講
料

　
は
無
料
。

講
師
　
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
石
川
弘
義
氏

　
※
講
師
略
歴
…
一
橋
大
卒
、
社
会

心
理
学
者
、
著
書
に
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
時
間
表
」
「
日
本
人
の
社
会
心

理
」
「
欲
望
の
戦
後
史
」
な
ど
多
数

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
市
教
育
委
員
会
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

協
会
で
は
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら

正
し
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
、
市
民
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
九
月
九
日
（
日
）
午
前
八
時

雨
天
の
時
は
十
六
日
（
日
）

行
先
　
清
津
峡
（
片
道
二
十
詩
）

集
合
場
所
　
市
役
所
前

参
加
料
　
会
員
五
百
円
、
会
員
外
千

五
百
円
（
保
険
料
を
含
む
）

申
込
み
　
九
月
五
日
ま
で
に
、
市
民

体
育
館
へ
（
8
七
！
五
二
〇
八
番
）

さあ踊ろう〃楽しいダンス
“
さ
あ
踊
ろ
う
、

日
時
　
九
月
八
日
、

月
六
日
、
二
十
日
の
隔
週
土
曜
日
四

回
。
時
間
は
、
夜
七
時
半
～
九
時
半

場
所
　
十
日
町
市
民
体
育
館

対
象
青
年
、
婦
人

内
容
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

　
市
教
育
委
員
会
と

十
目
町
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
同
好
会
で
は
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
を

広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
次
の
と
お
り
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

楽
し
い
ダ
ン
ス
を
”

　
　
二
十
二
日
、
十

台
風
か

来
マ
ε
．
｝

ガ
・
黛
も
永
　
　
呼

い
　
　
　
　
　
　
ヤ

マ
寸
オ
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
十

影
亀

望e
　
o

指
導
　
十
日
町
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同

好
会
々
員

申
込
み
第
一
回
目
に
会
場
で
、
通

信
用
の
ハ
ガ
キ
を
三
枚
持
参
し
て

　
詳
細
は
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
魯
七
⊥
三
一
一
番
内
線
二
七
五
）

わ
か
い
し
ょ
の

　
　
大
運
動
会
に
集
合

　
第
七
回
わ
か
い
し
よ
の
大
運
動
会

実
行
委
員
会
で
は
、
秋
空
の
下
で
、

十
日
町
の
若
者
が
一
堂
に
集
い
、
ス

ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
語
り
あ
い
、

楽
し
い
一
日
を
過
そ
う
と
ソ
フ
ト
ボ

；
ル
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
あ
な
た
、
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
に

な
り
が
ち
な
あ
な
た
、
是
非
参
加
し

て
、
素
晴
ら
し
い
友
達
を
み
つ
け
だ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
九
月
二
日
（
日
）
午
前
八
時

開
会
、
雨
天
の
場
合
は
九
月
九
日

会
場
　
河
川
運
動
公
園
、
サ
ッ
カ
；

コ
ー
ト

参
加
費
　
　
一
人
百
円

　
お
問
い
合
せ
は
、
尾
身
伝
吉
（
8

七
1
0
六
二
六
番
）
さ
ん
へ
。

　
※
　
大
会
終
了
後
、
青
年
会
議
所

の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
運
動
公
園

の
清
掃
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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新
潟
県
勤
労
者
美
術
展
に

　
　
　
　
　
　
　
応
募
し
ま
せ
ん
か
！

　
第
二
十
八
回
新
潟
県
勤
労
者
美
術

展
が
、
十
月
二
十
五
日
～
二
十
八
日

ま
で
新
潟
県
美
術
博
物
館
（
新
潟
県

民
会
館
）
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
次
の
要
項
で
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
の
勤
労

者
の
み
な
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
応
募
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

応
募
資
格
　
県
内
の
事
業
所
（
官
公

庁
、
学
校
を
含
む
）
に
勤
務
す
る
人

作
品
　
各
部
門
と
も
一
人
二
点
以
内

で
未
発
表
の
も
の

●
第
一
部
　
日
本
画
（
五
十
号
以
内
）

●
第
二
部
洋
画
（
版
画
を
含
む
、

五
十
号
以
内
）

●
第
三
部
　
彫
塑

●
第
四
部
　
工
芸

●
第
五
部
書
（
ハ
ガ
キ
大
の
釈
文

を
作
品
裏
面
に
は
る
こ
と
）

●
第
六
部
　
写
真

応
募
　
所
定
の
申
込
書
に
よ
り
九
月

一
目
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま
で
に
長

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
〉
）
）
）
）
〉

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

⊂．灘騰織⊃
　県立十日町高等職業訓練校では、つぎの要項によ

り、昭和55年度の訓練生を募集します．

◆募集定員　工芸織物科・20名　染色工芸科・20名

デザイン科・20名（修業年限はいずれも1力年）

◆応募資格　高卒以上の男女で色神正常の人

◆応募方法　9月3日～10月20日までに同校かもよ

りの安定所に下記の書類を提出してください。

①新卒者…入校願書・職業相談票

②既卒者…入校願書・成績証明書・過去6ヵ月以内

の健康診断書

◆入校選考　●期日10月31目困午後1時より●場所

十日町高等職業訓練校　●科目一現代国語、数学1・

面接

　詳細は、県立十日町高等職業訓練校（学校町　盈

7－1105番）へお問い合せください。

岡
労
政
事
務
所
小
出
支
所
（
小
出
町

大
塚
新
田
、
8
0
二
五
七
九
ー
口
－

二
二
一
一
番
）
に
、
応
募
手
数
料
、
一

点
に
つ
き
五
百
円
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

審
査
、
展
示
、
発
表
　
応
募
作
品
は

す
べ
て
審
査
を
行
い
、
入
選
作
品
を

展
示
す
る
。
審
査
結
果
の
発
表
は
入

選
者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

表
彰
　
知
事
賞
、
新
潟
市
長
賞
他

搬
入
・
搬
出
　
搬
入
・
搬
出
は
応
募

者
が
行
う
。

●
搬
入
…
…
十
月
二
十
三
日
、
午
前

十
時
～
午
後
四
時
ま
で

●
搬
出
…
…
十
月
二
十
八
日
、
午
後

四
時
～
四
時
五
十
分
、
お
よ
び
、
二

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
芸
術
祭

文
芸
部
門
の
参
加
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

H
種
目

小
説
…
▲
一
般
　
四
百
字
五
十
枚

以
内
　
▲
高
校
　
四
百
字
二
十
枚

以
内

詩
－
四
百
字
四
枚
以
内

短
歌
－
⊥
人
新
作
五
首
一
編

俳
句
－
⊥
人
新
作
五
句
一
編

川
柳
－
⊥
人
新
作
五
句
一
編

十
九
目
、
午
前
十
時
～
午
後
三
時

▼
詳
細
は
、
小
出
支
所
ま
た
は
、
新

潟
県
商
工
労
働
部
福
祉
課
（
8
二
三

－
五
五
二
番
内
線
三
二
八
八
）
へ
．

あ
す
の
地
域
社
会
を
築
く

　
　
　
住
民
活
動
記
録
も
募
集

　
新
潟
県
新
生
活
運
動
協
会
で
は
、

豊
か
な
生
活
と
文
化
を
め
ざ
し
、
す

み
よ
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
努
力

し
て
い
る
み
な
さ
ん
の
活
動
レ
ポ
ー

ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二

十
枚
程
度
に
、
活
動
集
団
の
考
え
方
、

活
動
状
況
、
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
ま
と

　
課
題
　
一
般
の
部
「
デ
マ
」

　
高
校
の
部
「
あ
こ
が
れ
」

口
応
募
締
切

　
十
月
十
日
（
消
印
有
効
）

日
あ
て
先

　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
　
　
（
〒
九

　
五
一
）
新
潟
市
一
番
堀
通
町
、
県

　
庁
第
二
分
館
内

　
詳
細
は
、
市
教
育
委
員
会
、
社
会

　
教
育
課
（
8
七
－
三
一
二
番
内

　
線
二
七
五
）
へ
。

め
、
写
真
そ
の
他
の
参
考
資
料
を
で

き
る
だ
け
添
付
し
て
。

送
り
先
　
県
庁
、
県
民
広
報
課
内

新
潟
県
新
生
活
運
動
協
会
（
〒
九
五

一
、
新
潟
市
学
校
町
通
一
）

締
め
切
り
　
十
月
十
日
（
当
日
消
印

有
効
）

審
査
委
員
　
浅
妻
康
二
（
県
立
女
子

短
大
教
授
）
、
大
西
正
美
（
国
際
商
科

大
教
授
）
、
若
杉
正
（
新
潟
日
報
論
説

委
員
）
、
藤
井
信
男
（
県
新
生
活
運
動

協
会
常
任
理
事
）

発
表
　
十
月
末
、
応
募
者
に

　
詳
細
は
、
新
潟
県
新
生
活
運
動
協

会
（
8
0
二
五
二
ー
二
三
ー
五
五
一

一
番
内
線
三
〇
三
四
）
へ
。

市
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麻
し
ん
（
は
し
か
）
予
防
接
種
を
実
施

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
麻
し

ん
（
は
し
か
）
予
防
接
種
が
定
期
の

予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
十
目
町
市
中
魚
沼
郡
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
十
月
に
内
科
の

医
療
機
関
で
個
別
接
種
に
よ
り
実
施

し
ま
す
が
、
そ
の
申
し
込
み
を
左
記

に
よ
り
受
付
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

期
間
内
に
市
役
所
保
健
課
窓
口
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
接
種
対
象
者
ω
昭
和
四
十
八
年
四

月
二
目
～
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日

の
間
に
生
ま
れ
た
人
　
働
昭
和
五
十

　
　
　
t

　　　秋季消防演習を実施
　市消防団秋季消防演習は、・）ぎの日程で実施され

ます。

　当日は、サイレン、半鐘を鳴らしますので、お知

らせします。

一
年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
二
年
四

月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

※
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

qD

接
種
対
象
者
以
外
の
人
　
ω
今
ま

で
に
か
か
っ
た
人
。
予
防
接
種
を
受

け
た
人
　
⑥
ワ
ク
チ
ン
含
有
成
分
に

鶏
卵
、
カ
ナ
マ
イ
シ
ン
及
び
エ
リ
ス

ロ
マ
イ
シ
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
有
す
る

こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間
　
九
月

三
日
側
～
九
月
七
日
樹
　
午
前
十
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で

地区名 日　時 場　　　所

下　条
（第13、14分団）

9月2日（日）

8二30～
下条小中グラウンド

六　箇
（第8分団）

9月2日（日）

8：30～
六箇小学校

十日町・川治
十日町山地
（警・本・第1、2、3、

4、10分団）

10月7日（日）

時間未定
未　定

中　条

（第5、6、7分団）

10月21日（日）

8二30～
東小学校

吉　田
（第11、12分団）

10月21日（日）

8：30～
吉田中学校

水　沢
（第15、16、17分団）

10月21日（日）

8二〇〇～
馬場小学校

◎
受
付
場
所
　
市
役
所
保
健
課
（
8

七
土
一
二
二
番
内
線
一
二
一
）

◎
接
種
料
金
　
接
種
料
金
（
ワ
ク
チ

ン
千
二
百
円
）
を
受
付
の
時
に
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
生
活
保
護
世

帯
は
無
料
で
す
の
で
受
付
時
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
）

◎
持
参
い
た
だ
く
も
の
　
ω
母
子
手

帳
　
ω
印
か
ん

　
戦
没
者
の
遺
族
に

　
特
別
弔
慰
金
十
二
万
円

　
　
　
　
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
e
及
び
口
に
該
当
す
る
遺
族

に
は
十
二
万
円
が
国
債
（
六
年
償
還
）

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

H
、
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
　
満
州

事
変
以
降
支
那
事
変
、
大
東
亜
戦
の

戦
没
者
の
遺
族
で
、
昭
和
五
十
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
三
月
三

＋
一
日
ま
で
に
、
遺
族
年
金
、
公
務

扶
助
料
、
殉
職
年
金
等
の
受
給
者
が

い
な
く
な
っ
た
世
帯
で
昭
和
五
十
四

年
四
月
一
日
現
在
生
存
し
て
い
る
遺

族
の
う
ち
、
先
順
位
者
一
名
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

口
、
旧
陸
海
軍
部
内
の
判
任
文
官
等

の
遺
族
で
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三

4つG◆つし◆つq◆つしをつし←つじ←つし◆つし◆つc冷つしレつし令つし←つく

、（（（（（（（

ヒくちメモ

、（（（（（（（（（（

入　場　券
織の選挙では、選挙人が投

庁うために投票所内へ入場

る旨を表示する書類のこと

揚券といいます。選挙人は、

7）当日自ら投票所に行き、

人名簿またぱその抄本の対

径て投票をしなければなり

んが、この対照を適確、円

行ってもらうため、市町村

挙管理委員会は特別の事情

い限り、投票の期日の前日

に選挙人に投票所入場券を

するように努めなければな

いことになっています。

じケつじのc々つじ○つc冷つじ←つし転》し鉱》じ○つc冷つじ◆つc冷つじ←つ

覆
ー
藩
繕
畿
難
獅
辮
撚
勤
㎞

十
一
日
ま
で
に
公
務
扶
助
料
の
受
給

者
が
い
な
く
な
っ
た
世
帯
で
、
昭
和

五
十
四
年
四
月
一
日
現
在
生
存
し
て

い
る
遺
族
の
う
ち
、
最
先
順
位
者
一

名
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、

施
行
日
　
昭
和
五
十
四
年
五
月
八
日

時
効
日
（
請
求
期
限
）
昭
和
五
十
七

年
五
月
七
日

基
準
日
　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

　
請
求
の
と
き
に
必
要
な
も
の
は
、

◆
請
求
者
の
昭
和
五
十
四
年
四
月
一

日
現
在
の
戸
籍
抄
本
一
通

◆
戦
没
者
の
除
籍
時
の
戸
籍
の
謄
本

一
通

　
こ
れ
以
外
に
必
要
な
も
の
は
、
請

求
の
と
き
お
話
し
し
ま
す
。

　
前
記
H
及
び
口
の
遺
族
の
範
囲
・

順
位
等
に
つ
い
て
不
明
な
こ
と
は
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
社
会
係
（
8
七

ー
三
二
一
番
内
線
一
＝
五
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健康づく鱗の業赫蕪癖翻雛、饗さ糖

鞭鵬栄麺纏翻禦雛纏…難灘る繍・
貧撫．餐穣歳太藏な馨趨鰍簸嫌講蒙譲灘癒．携分の

擬撫繍鰹驚凝麟認鞭講難難鑛撒の栄
養、運動．纏雛獅辮繋灘辮簸叢拳’灘灘叢曝謙縫

嚇麟譲鱒集睡獺1鱗蟻騰灘鱗蟻
⑨裁蒋　駐辮5欝翻瞬　熱後集磯籔難繋妻鐵豊舞拳羅嚢

＠糞犠　辮驚鎌醸毒一瀧

ゆ撫漢　こ義が鶏の鰺簾霧《攣

　　　　講離馬場賢一鑑灘傑灘無麟理覇
＠発表　わが家の健康法
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最
近
、
し
尿
浄
化
槽
放
流
水
に
よ

る
悪
臭
苦
情
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
自
体
、
機
能
的

に
高
度
の
処
理
を
期
待
す
る
の
は
難

し
く
、
公
共
用
水
域
に
充
分
な
水
量

が
流
れ
て
い
な
い
と
排
水
さ
れ
る
浄

化
槽
放
流
水
が
二
次
腐
敗
を
お
こ
し
、

悪
臭
が
発
生
し
や
す
い
状
態
に
な
り

ま
す
。
ま
し
て
、
浄
化
槽
の
維
持
管

理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。

　
こ
と
し
四
月
に
、
十
日
町
浄
化
槽

維
持
管
理
協
会
が
発
足
し
、
各
家
庭

の
浄
化
槽
の
点
検
、
放
流
水
検
査
を

実
施
し
、
浄
化
槽
の
機
能
が
適
正
に

稼
動
さ
れ
る
よ
う
に
管
理
体
制
が
確

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
尿
浄
化
槽
の
点
検
及
び
清
掃
、

並
び
に
放
流
水
検
査
は
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則
（
新
潟
県
規
則
）
」
で
左
表
の
と

お
り
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
遁

　
現
在
、
十
日
町
浄
化
槽
維
持
管
理

協
会
で
は
、
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し

て
い
る
家
庭
を
ま
わ
り
な
が
ら
維
持

管
理
の
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す

の
で
ご
契
約
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
十
日
町
浄
化
槽
維
持
管

理
協
会
（
市
内
下
島
　
8
二
－
三
一

二
一
番
）

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

◎
第
二
期
分
の
納
期
は
九
月
十
六
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
納
め
忘
れ
な
ど
の
な
い
振
替
制
度

を
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
預
金
に
使

用
し
て
い
る
印
鑑
と
納
付
通
知
書
を

処
理
方
式

処
理
対
象

人
　
　
員

点
　
　
　
　
　
　
検

放
流
水
検
査

回
　
　
　
数

点
検
時
の
水

質
調
査
項
目

回
数

項
　
目

腐
敗
タ
ン
ク
方
式

三
ヵ
月
に
一
回
以
上

温
度
・
透
視

度
残
留
塩
素

・
水
素
イ
オ

ン
濃
度
指
数

・
汚
で
い
沈

で
ん
率

年
二
回

以
上

透
視
度
・
水

素
イ
オ
ン
濃

度
指
数
・
生

物
化
学
的
酸

素
要
求
量
・

塩
素
イ
オ
ン

長
時
間

ば
っ
気
方
式

百
人
以
下

ニ
ヵ
月
に
一
回
以
上

百
一
人
以
上

一
ヵ
月
に
一
回
以
上

　
　
　
　
石
濾
は
あ
ら
ゆ
お
工
場
、
事
業
所
．
一
般
家
庭
で
使
わ
れ
て
い

　
　
　
ま
す
が
、
火
災
危
険
の
大
き
い
こ
と
は
毒
と
よ
ゆ
、
流
出
す
る
と

を
下
流
の
永
函
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
す
．
ま
た
、
信
濃
川
下
流

意
裳
葉
源
と
し
て
聚
し
て
い
需
霧
笑
窪
迷
惑
を
か

注
け
享
．

一
』
，
　
簸
近
、
市
内
で
潔
イ
ラ
蓄
の
送
演
装
灘
藻
故
障
し
、
大
量
の
重

こ
　

濾
が
流
出
す
る
ど
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

ぼ故
着
漉
流
出
事
故
の
原
因
ぱ
、
タ
ン
ク
の
補
給
時
の
不
注
童
サ
ー

事
ビ
ス
タ
ン
ク
の
フ
ロ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
の
故
嘩
オ
表
↓
ロ
ー

出
　
の
際
の
戻
ラ
管
の
不
備
等
が
主
な
原
因
で
す
．

流
　
事
故
の
葵
さ
霧
え
て
、
常
に
石
油
の
貯
蔵
取
扱
い
施
設
の

油
．
点
検
を
実
施
し
、
戻
り
箕
防
油
堤
の
改
善
を
急
い
で
ぐ
だ
さ
い
，

石
　
建
、
ご
く
少
募
廃
油
等
で
も
側
溝
等
へ
捨
て
享
と
、
そ

　
　
　
の
ほ
と
ん
ど
が
下
流
の
水
凪
に
入
り
、
永
年
に
わ
た
っ
て
作
物
が

　
　
　
順
調
に
育
た
な
く
な
ゆ
ま
す
か
ら
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

も
っ
て
、
市
内
の
各
銀
行
、
信
用
組

合
お
よ
び
農
協
の
各
事
業
所
の
窓
口

で
手
続
き
を
行
う
と
、
第
二
期
分
か

ら
口
座
振
替
の
方
法
で
納
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◎
第
二
期
分
以
降
の
負
担
金
を
八
月

三
十
一
日
ま
で
に
ま
と
め
て
納
付
す

る
と
、
納
付
負
担
金
額
の
約
十
四
％

の
額
の
前
納
報
奨
金
を
お
支
払
い
し

ま
す
。
ま
と
め
て
納
付
す
る
場
合
は
、

下
水
道
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
下
水
道

　
　
　
造
っ
て
守
ろ
う

　
　
　
　
　
く
ら
し
と
自
然

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
五
日
困
　
午
前
八
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
池
谷
、
入
山
　
▼
九

月
七
日
囲
　
午
前
八
時
～
午
前
十
一

時
三
十
分
ま
で
　
新
宮
　
▼
九
月
七

日
囲
　
午
後
一
時
～
午
後
五
時
ま
で

天
池
、
細
尾
、
池
之
尻
、
漆
島
　
▼

九
月
十
日
㈲
　
午
後
一
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分
ま
で
　
寿
町
三
・

四
丁
目
の
一
部
、
美
雪
町
三
丁
目
の

一
部
、
高
田
町
三
南
の
一
部
、
桜
木

町
の
一
部
▼
九
月
十
二
日
困
午

前
八
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

樽
沢
、
小
泉
の
一
部

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
8
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

（ス
ソ＿
ニア
iレ
ーオ乏

ジ
カ

矢ガ
響スレ

ン

一軽
四一
本z
）：／

ア
ノレ
タ
イ

（ホ
70ン
＄ダス1

ノぐ

1
カ

勾ヤ

年マ
125ノ、

＄。
ノ、

イ

三更
人衣
里ロツ

カ

フ“

ラ
ザ
1
ニデ
ム

舅腕

も
の
麦
時
も
の
）

品
名

ゆ
ず

セ ジ ヤ ブ ク 1 糎 計

〃 〃 〃 〃 〃 〃 中
古

中セイ

古コr
規
格

り
ま

一 相 希 す
二 三 万

五
三 二 一 二 望

万 万 千 万 万 万 万
談

価
円 円 円 円 円 円． 円 で 格

8
ト
ラ
ツ

蒙電

騨
品

ゆ

ク
）芝 ず

2撫ゲ
テ
1
フ

。

刈
機

名

つ
て

＼　／

・二．Z

〃

中 規 く

φ
ノ

－氏 ・欝 古 格 だ

希 さ

〃

相
談

望
価

い
2学鶏は閥近ですよ で 格
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麻
し
ん
（
は
し
か
）
予
防
接
種
を
実
施

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
麻
し

ん
（
は
し
か
）
予
防
接
種
が
定
期
の

予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
十
目
町
市
中
魚
沼
郡
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
十
月
に
内
科
の

医
療
機
関
で
個
別
接
種
に
よ
り
実
施

し
ま
す
が
、
そ
の
申
し
込
み
を
左
記

に
よ
り
受
付
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

期
間
内
に
市
役
所
保
健
課
窓
口
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
接
種
対
象
者
ω
昭
和
四
十
八
年
四

月
二
目
～
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日

の
間
に
生
ま
れ
た
人
　
働
昭
和
五
十

　
　
　
t

　　　秋季消防演習を実施
　市消防団秋季消防演習は、・）ぎの日程で実施され

ます。

　当日は、サイレン、半鐘を鳴らしますので、お知

らせします。

一
年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
二
年
四

月
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人

※
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

qD

接
種
対
象
者
以
外
の
人
　
ω
今
ま

で
に
か
か
っ
た
人
。
予
防
接
種
を
受

け
た
人
　
⑥
ワ
ク
チ
ン
含
有
成
分
に

鶏
卵
、
カ
ナ
マ
イ
シ
ン
及
び
エ
リ
ス

ロ
マ
イ
シ
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
有
す
る

こ
と
が
明
ら
か
な
人

◎
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間
　
九
月

三
日
側
～
九
月
七
日
樹
　
午
前
十
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で

地区名 日　時 場　　　所

下　条
（第13、14分団）

9月2日（日）

8二30～
下条小中グラウンド

六　箇
（第8分団）

9月2日（日）

8：30～
六箇小学校

十日町・川治
十日町山地
（警・本・第1、2、3、

4、10分団）

10月7日（日）

時間未定
未　定

中　条

（第5、6、7分団）

10月21日（日）

8二30～
東小学校

吉　田
（第11、12分団）

10月21日（日）

8：30～
吉田中学校

水　沢
（第15、16、17分団）

10月21日（日）

8二〇〇～
馬場小学校

◎
受
付
場
所
　
市
役
所
保
健
課
（
8

七
土
一
二
二
番
内
線
一
二
一
）

◎
接
種
料
金
　
接
種
料
金
（
ワ
ク
チ

ン
千
二
百
円
）
を
受
付
の
時
に
納
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
生
活
保
護
世

帯
は
無
料
で
す
の
で
受
付
時
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
）

◎
持
参
い
た
だ
く
も
の
　
ω
母
子
手

帳
　
ω
印
か
ん

　
戦
没
者
の
遺
族
に

　
特
別
弔
慰
金
十
二
万
円

　
　
　
　
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
e
及
び
口
に
該
当
す
る
遺
族

に
は
十
二
万
円
が
国
債
（
六
年
償
還
）

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

H
、
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
　
満
州

事
変
以
降
支
那
事
変
、
大
東
亜
戦
の

戦
没
者
の
遺
族
で
、
昭
和
五
十
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
三
月
三

＋
一
日
ま
で
に
、
遺
族
年
金
、
公
務

扶
助
料
、
殉
職
年
金
等
の
受
給
者
が

い
な
く
な
っ
た
世
帯
で
昭
和
五
十
四

年
四
月
一
日
現
在
生
存
し
て
い
る
遺

族
の
う
ち
、
先
順
位
者
一
名
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

口
、
旧
陸
海
軍
部
内
の
判
任
文
官
等

の
遺
族
で
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三

4つG◆つし◆つq◆つしをつし←つじ←つし◆つし◆つc冷つしレつし令つし←つく

、（（（（（（（

ヒくちメモ

、（（（（（（（（（（

入　場　券
織の選挙では、選挙人が投

庁うために投票所内へ入場

る旨を表示する書類のこと

揚券といいます。選挙人は、

7）当日自ら投票所に行き、

人名簿またぱその抄本の対

径て投票をしなければなり

んが、この対照を適確、円

行ってもらうため、市町村

挙管理委員会は特別の事情

い限り、投票の期日の前日

に選挙人に投票所入場券を

するように努めなければな

いことになっています。

じケつじのc々つじ○つc冷つじ←つし転》し鉱》じ○つc冷つじ◆つc冷つじ←つ

覆
ー
藩
繕
畿
難
獅
辮
撚
勤
㎞

十
一
日
ま
で
に
公
務
扶
助
料
の
受
給

者
が
い
な
く
な
っ
た
世
帯
で
、
昭
和

五
十
四
年
四
月
一
日
現
在
生
存
し
て

い
る
遺
族
の
う
ち
、
最
先
順
位
者
一

名
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
法
律
は
、

施
行
日
　
昭
和
五
十
四
年
五
月
八
日

時
効
日
（
請
求
期
限
）
昭
和
五
十
七

年
五
月
七
日

基
準
日
　
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

　
請
求
の
と
き
に
必
要
な
も
の
は
、

◆
請
求
者
の
昭
和
五
十
四
年
四
月
一

日
現
在
の
戸
籍
抄
本
一
通

◆
戦
没
者
の
除
籍
時
の
戸
籍
の
謄
本

一
通

　
こ
れ
以
外
に
必
要
な
も
の
は
、
請

求
の
と
き
お
話
し
し
ま
す
。

　
前
記
H
及
び
口
の
遺
族
の
範
囲
・

順
位
等
に
つ
い
て
不
明
な
こ
と
は
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
社
会
係
（
8
七

ー
三
二
一
番
内
線
一
＝
五
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健康づく鱗の業赫蕪癖翻雛、饗さ糖

鞭鵬栄麺纏翻禦雛纏…難灘る繍・
貧撫．餐穣歳太藏な馨趨鰍簸嫌講蒙譲灘癒．携分の

擬撫繍鰹驚凝麟認鞭講難難鑛撒の栄
養、運動．纏雛獅辮繋灘辮簸叢拳’灘灘叢曝謙縫

嚇麟譲鱒集睡獺1鱗蟻騰灘鱗蟻
⑨裁蒋　駐辮5欝翻瞬　熱後集磯籔難繋妻鐵豊舞拳羅嚢

＠糞犠　辮驚鎌醸毒一瀧

ゆ撫漢　こ義が鶏の鰺簾霧《攣

　　　　講離馬場賢一鑑灘傑灘無麟理覇
＠発表　わが家の健康法
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最
近
、
し
尿
浄
化
槽
放
流
水
に
よ

る
悪
臭
苦
情
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
自
体
、
機
能
的

に
高
度
の
処
理
を
期
待
す
る
の
は
難

し
く
、
公
共
用
水
域
に
充
分
な
水
量

が
流
れ
て
い
な
い
と
排
水
さ
れ
る
浄

化
槽
放
流
水
が
二
次
腐
敗
を
お
こ
し
、

悪
臭
が
発
生
し
や
す
い
状
態
に
な
り

ま
す
。
ま
し
て
、
浄
化
槽
の
維
持
管

理
が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。

　
こ
と
し
四
月
に
、
十
日
町
浄
化
槽

維
持
管
理
協
会
が
発
足
し
、
各
家
庭

の
浄
化
槽
の
点
検
、
放
流
水
検
査
を

実
施
し
、
浄
化
槽
の
機
能
が
適
正
に

稼
動
さ
れ
る
よ
う
に
管
理
体
制
が
確

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
尿
浄
化
槽
の
点
検
及
び
清
掃
、

並
び
に
放
流
水
検
査
は
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則
（
新
潟
県
規
則
）
」
で
左
表
の
と

お
り
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
遁

　
現
在
、
十
日
町
浄
化
槽
維
持
管
理

協
会
で
は
、
し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し

て
い
る
家
庭
を
ま
わ
り
な
が
ら
維
持

管
理
の
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す

の
で
ご
契
約
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
十
日
町
浄
化
槽
維
持
管

理
協
会
（
市
内
下
島
　
8
二
－
三
一

二
一
番
）

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

◎
第
二
期
分
の
納
期
は
九
月
十
六
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
納
め
忘
れ
な
ど
の
な
い
振
替
制
度

を
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

　
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
預
金
に
使

用
し
て
い
る
印
鑑
と
納
付
通
知
書
を

処
理
方
式

処
理
対
象

人
　
　
員

点
　
　
　
　
　
　
検

放
流
水
検
査

回
　
　
　
数

点
検
時
の
水

質
調
査
項
目

回
数

項
　
目

腐
敗
タ
ン
ク
方
式

三
ヵ
月
に
一
回
以
上

温
度
・
透
視

度
残
留
塩
素

・
水
素
イ
オ

ン
濃
度
指
数

・
汚
で
い
沈

で
ん
率

年
二
回

以
上

透
視
度
・
水

素
イ
オ
ン
濃

度
指
数
・
生

物
化
学
的
酸

素
要
求
量
・

塩
素
イ
オ
ン

長
時
間

ば
っ
気
方
式

百
人
以
下

ニ
ヵ
月
に
一
回
以
上

百
一
人
以
上

一
ヵ
月
に
一
回
以
上

　
　
　
　
石
濾
は
あ
ら
ゆ
お
工
場
、
事
業
所
．
一
般
家
庭
で
使
わ
れ
て
い

　
　
　
ま
す
が
、
火
災
危
険
の
大
き
い
こ
と
は
毒
と
よ
ゆ
、
流
出
す
る
と

を
下
流
の
永
函
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
す
．
ま
た
、
信
濃
川
下
流

意
裳
葉
源
と
し
て
聚
し
て
い
需
霧
笑
窪
迷
惑
を
か

注
け
享
．

一
』
，
　
簸
近
、
市
内
で
潔
イ
ラ
蓄
の
送
演
装
灘
藻
故
障
し
、
大
量
の
重

こ
　

濾
が
流
出
す
る
ど
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

ぼ故
着
漉
流
出
事
故
の
原
因
ぱ
、
タ
ン
ク
の
補
給
時
の
不
注
童
サ
ー

事
ビ
ス
タ
ン
ク
の
フ
ロ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
の
故
嘩
オ
表
↓
ロ
ー

出
　
の
際
の
戻
ラ
管
の
不
備
等
が
主
な
原
因
で
す
．

流
　
事
故
の
葵
さ
霧
え
て
、
常
に
石
油
の
貯
蔵
取
扱
い
施
設
の

油
．
点
検
を
実
施
し
、
戻
り
箕
防
油
堤
の
改
善
を
急
い
で
ぐ
だ
さ
い
，

石
　
建
、
ご
く
少
募
廃
油
等
で
も
側
溝
等
へ
捨
て
享
と
、
そ

　
　
　
の
ほ
と
ん
ど
が
下
流
の
水
凪
に
入
り
、
永
年
に
わ
た
っ
て
作
物
が

　
　
　
順
調
に
育
た
な
く
な
ゆ
ま
す
か
ら
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

も
っ
て
、
市
内
の
各
銀
行
、
信
用
組

合
お
よ
び
農
協
の
各
事
業
所
の
窓
口

で
手
続
き
を
行
う
と
、
第
二
期
分
か

ら
口
座
振
替
の
方
法
で
納
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◎
第
二
期
分
以
降
の
負
担
金
を
八
月

三
十
一
日
ま
で
に
ま
と
め
て
納
付
す

る
と
、
納
付
負
担
金
額
の
約
十
四
％

の
額
の
前
納
報
奨
金
を
お
支
払
い
し

ま
す
。
ま
と
め
て
納
付
す
る
場
合
は
、

下
水
道
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
下
水
道

　
　
　
造
っ
て
守
ろ
う

　
　
　
　
　
く
ら
し
と
自
然

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
五
日
困
　
午
前
八
時
～
午

後
一
時
ま
で
　
池
谷
、
入
山
　
▼
九

月
七
日
囲
　
午
前
八
時
～
午
前
十
一

時
三
十
分
ま
で
　
新
宮
　
▼
九
月
七

日
囲
　
午
後
一
時
～
午
後
五
時
ま
で

天
池
、
細
尾
、
池
之
尻
、
漆
島
　
▼

九
月
十
日
㈲
　
午
後
一
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分
ま
で
　
寿
町
三
・

四
丁
目
の
一
部
、
美
雪
町
三
丁
目
の

一
部
、
高
田
町
三
南
の
一
部
、
桜
木

町
の
一
部
▼
九
月
十
二
日
困
午

前
八
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で

樽
沢
、
小
泉
の
一
部

ゆずりま

す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
8
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

（ス
ソ＿
ニア
iレ
ーオ乏

ジ
カ

矢ガ
響スレ

ン

一軽
四一
本z
）：／

ア
ノレ
タ
イ

（ホ
70ン
＄ダス1

ノぐ

1
カ

勾ヤ

年マ
125ノ、

＄。
ノ、

イ

三更
人衣
里ロツ

カ

フ“

ラ
ザ
1
ニデ
ム

舅腕

も
の
麦
時
も
の
）

品
名

ゆ
ず

セ ジ ヤ ブ ク 1 糎 計

〃 〃 〃 〃 〃 〃 中
古

中セイ

古コr
規
格

り
ま

一 相 希 す
二 三 万

五
三 二 一 二 望

万 万 千 万 万 万 万
談

価
円 円 円 円 円 円． 円 で 格

8
ト
ラ
ツ

蒙電

騨
品

ゆ

ク
）芝 ず

2撫ゲ
テ
1
フ

。

刈
機

名

つ
て

＼　／

・二．Z

〃

中 規 く

φ
ノ

－氏 ・欝 古 格 だ

希 さ

〃

相
談

望
価

い
2学鶏は閥近ですよ で 格
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建
灘
機
診
辮
纏
灘
輝
糠
纏
塑
諏
擁
鐡
撮
灘
）
日
程

　
◎
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
が
な
い
か
た
で
会
社
な
ど
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

9
月
7
日
働

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

真
田
小
学
校

鉢
・
中
手

午
後
1
時

～
午
後
2
時
3
0
分

名
ケ
山
小
学
校

中
平
・
名
ケ
山

9
月
1
3
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

9
月
1
4
日
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館

中
条
地
区

9
月
1
7
日
㈲

午
前
9
時
3
分

～
午
後
3
時

鐙
島
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

9
月
1
8
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

山
谷
集
落
セ
ン
タ
i

稲
葉
・
山
谷

午
後
1
時

～
午
後
3
時

吉
田
出
張
所

小
泉
・
樽
沢

9
月
1
9
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

川
治
公
民
館

川
治
地
区

9
月
2
0
日
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

川
治
公
民
館

川
治
地
区

9
月
2
1
日
囲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

川
治
公
民
館

川
治
地
区

と　き　9月3日（月》《午前10時～午後3時》

ところ　十日町砂利合資会社

と　き　9月4日㈹《午前10時～午後3時》

ところ　十日町商工福祉会館前（献血車2台）

■血液生化学検査の結果について
　4月～6月の献血分までが保健課に届いてい
ます。希望者は献血手帳を持参して保健課まで
おいでください。

一明日といわず今献血しましょう＿

一
2
日

一
9
日

…
1
5
日

一
1
6
日

…
2
3
日

…
2
4
目

…
30
日

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
V
…

　
台
5
の
2
0
0
3
番
　
一

十
日
町
病
院
窩
田
堕
南
二

　
8
7
の
5
5
6
6
番
　
一

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

　
8
2
の
3
2
7
6
番
　
一

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

　
8
2
の
2
5
8
1
番
　
一

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
甲

　
　
盈
2
の
2
1
7
4
番
｝

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
㎝

　
　
8
2
の
3
2
6
7
番
一

中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
一

新
有
権
者

　
感
想
文
を
募
集

　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

成
人
を
迎
え
た
人
、
こ
れ
か
ら
迎
え

る
人
の
「
新
有
権
者
と
し
て
の
感
想
」

ま
た
は
「
選
挙
を
経
験
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参

加
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
の
感
想
文
」

を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
二
千
字
以
内
（
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
）
に
感
想

文
を
書
い
て
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格
　
昭
和
三
十
四
年
一
月
一

日
か
ら
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
三
十

一
目
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

受
付
期
間
　
昭
和
五
十
四
年
九
月
一

日
困
か
ら
十
月
三
十
一
目
困
ま
で
。

（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
先
　
〒
九
四
八
　
十
日
町
市
千

歳
町
三
丁
目
三
番
地

　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会

賞
　
最
優
秀
賞
入
賞
に
は
自
治
大
臣

賞
状
、
佳
作
に
は
圃
明
る
い
選
挙
推

進
協
会
会
長
賞
状
を
授
与
し
、
つ
ぎ

の
副
賞
を
贈
り
ま
す
。

　
最
優
秀
　
一
編
　
　
五
万
円

　
入
賞
五
編
各
三
万
円

　
佳
作
若
干
各
一
万
円

応
募
上
の
注
意
　
ω
原
稿
の
末
尾
に

応
募
者
の
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
＋

を
付
け
る
こ
と
）
　
性
別
、
生
年
月

日
、
職
業
を
明
記
（
字
数
制
限
外
）

図
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
　
⑥
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま

せ
ん
　
倒
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催

者
に
属
し
、
作
品
は
明
る
い
選
挙
推

進
運
動
の
た
め
自
由
に
利
用
し
ま
す

侮
こ
の
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
媒
体
名
（
新
聞
、
ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ビ
、
広
報
紙
、
そ
の
他
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

％
一
一
・
：
”
ニ

’79年版市勢要覧ができました観

市
で
は
七
十
九
年
版
市
勢
要

覧
「
と
お
か
ま
ち
」
を
二
千
部

つ
く
り
ま
し
た
．
ご
必
要
な

か
た
は
企
画
財
政
課
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

1

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

9
月
1
2
日

　
（
水
）

午
後
－
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
5
月

生
れ
の
人

域全

O
い七

』だくでいおはたかの月当亥4てくなが知通人個

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

9
月
1
4
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
3
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

9
月
1
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

51

年
3
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

9
月
4
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
4
時

下
条
公
民
館

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

下
条
地
区

9
月
7
日

　
（
金
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

9
月
H
日

　
（
火
）

吉
田
出
張
所

・
田
地
区

9
月
1
8
日

　
（
火
）

水
沢
出
張
所

沢
地
区

9
月
2
6
日

　
（
水
）

十
日
町
公
民
館

5
年
9
月

～
H
月
生

れ
の
人

｛
日
町
・
川

治
・
六
箇
・

大
井
田
・
新

座
地
区

目
1
・
‘
　
盟

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

10

月
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
6
月

ル
れ
の
人

全
　
　
域

◎
交
通
事
故
無
料
相
談
日
…
9
月
3
日
月
ノ

◎
巡
回
内
職
相
談
日
…
…
…
9
月
21
日
團
又
：
．
…
市
役
所
市
民
相
談
室

○
：

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
O

　拶齪盈お』1『昌馳墜

’阪9／25
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灘
激
鐡
灘
漿
簸
難

　
市
で
は
「
な
ん
で
も
気
軽
に
市
民

相
談
を
」
と
、
市
役
所
正
面
玄
関
を

入
っ
て
最
初
の
と
こ
ろ
に
市
民
相
談

室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

出
張
所
、
中
条
公
民
館
に
そ
れ
ぞ
れ

行
政
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、
常
時
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
市
道
の
補
修
、
砂
利
敷
、
除
雪
な

ど
の
要
望
、
自
宅
近
く
の
工
場
騒
音

や
浄
化
槽
の
排
水
に
伴
う
悪
臭
、
道

路
の
機
械
除
雪
で
ブ
・
ッ
ク
が
こ
わ

さ
れ
た
が
い
つ
ま
で
も
直
し
て
く
れ

な
い
と
い
っ
た
行
政
相
続
。
交
通
事

故
、
遺
産
相
談
や
家
庭
問
題
な
ど
の

生
活
相
談
な
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
お
困
り
の
こ
と
が
あ

盈
量
…

各種相談日一覧
相談の種別 日　　時 会　　　場

定例行政相談 毎月第3木曜日市民相談室

交通事故相談 毎月第1月曜日 〃

内　職相　談 毎月第3金曜日市役所内

高年齢者職業相談 毎　　　　　日
十日町市役所内
高年齢者職業相談

っ
た
ら
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

個
人
の
秘
密
事
項
は
厳
守
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
を
通
じ
右
表
の
よ
う

な
相
談
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
．
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賓
長
と
諺
る
β

十
月
一
日
（
月
）

時
間
　
午
後
四
時
～
八
時

会
場
　
市
役
所
・
市
長
室

※
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
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◆試験日……11月11日（日）

◆試験地

　　新潟市、長岡市、上越市、新発田市、佐和田町

　　（希望の試験地で受験できます）

◆受付期間……9月25日㈹から10月15日（月）まで

　※郵送の場合は10月15日の消印のあるものまで有効

◆受験資格

　　昭和31年4月2日から37年4月1日までに生ま

　　れた人で、学歴は問わない

◆採用予定人員……十日町地域で10人程度

◆詳細は…十日町市教育委員会学校教育課（a7－3111

　　番内線272）

　新潟県人事委員会事務局　〒951新潟市一番堀通

　　町県庁分館内（80252囲5511番内線3579－3582）

十
月
十
四
日
か
ら

行
政
相
談
週
間

　
行
政
相
談
週
間
が
十
月
十
四
日
㈲

か
ら
二
十
日
出
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
国
な
ど
の
業
務
に

つ
い
て
、
国
民
の
苦
情
や
要
望
、
意

見
を
受
け
て
、
そ
の
解
決
を
図
る
と

と
も
に
、
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立

た
せ
る
制
度
で
す
。

　
当
市
で
は
、
次
の
目
程
で
行
政
相

談
週
間
の
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

行
政
に
対
す
る
不
満
や
意
見
、
要
望

を
お
持
ち
の
か
た
は
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
．
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
　
合
同
相
談

目
時
　
十
月
十
七
目
（
水
）

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

会
場
　
市
役
所
大
会
議
室
（
四
階
）

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
、
市
行
政

　
相
談
員
、
市
役
所
各
課
担
当
者

　
　
　
　
嘘
．

　
　
定
伊
相
談

日
時
　
十
月
十
八
目
（
木
）

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

会
場
　
市
役
所
市
民
相
談
室

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員
、
市
行
政

　
相
談
員


